
    

高速交通ネットワークの整備促進について 

 

現在の我が国は、厳しい財政や国際競争環境にさらされ、少子高齢化によ

る人口減少により、産業を支える生産年齢人口が減少を続け、経済成長が停

滞している危機的状況にある。 

 

このような状況の下、国と地方は、経済成長を維持するために、道路の渋

滞による損失など様々な社会の「ムダ」を減らし、生産性を高めるストック

効果の高い戦略的なインフラの整備を行う“生産性革命”や地方独自の成長

戦略により、多様な地域産業や豊富な地域資源等を活かして連携し、人・モ

ノ・情報を対流させて経済発展を促す“地方創生”に取り組んでいる。 

とりわけ、大都市圏への人口流出に悩まされている中四国地域においては、

優れた産業集積や魅力あふれる豊富な観光資源等を活用して産業力・観光力

の強化を図ることなどにより、新しい人の流れをつくり出していくことが重

要となっている。 

 

こうした取組を進める上で、円滑な物流や交流人口の拡大に資する高速道

路や新幹線をはじめとする高速交通ネットワークの構築は必要不可欠であり、

現に、ここ数年の間に開通した高速道路や新幹線の沿線では、企業進出の活

発化や観光客数の増加などの効果が現れているところである。 

 

また、近年各地で頻発する大規模地震や台風・集中豪雨による土砂災害な

ど大規模災害時に、救助活動や支援物資輸送を円滑に行うため、緊急輸送道

路や避難路の整備など“国土強靭化”にも取り組んでいるところである。 

 

しかしながら、中四国地域の成長の基盤となる高速道路については、ミッ

シングリンクや暫定２車線区間が数多く存在するほか、新幹線網の整備も全

国に比べて遅れており、企業活動、物流、観光、大規模災害発生時の救助活

動など、様々な分野で大きな障害となっている。 

 

今後、中四国地域の連携、対流を促進することにより、地域産業の活性化

や生産性の向上、観光の振興、さらには大規模広域的災害時のカウンターパ

ート方式による相互支援などを円滑に実施するため、高速交通ネットワーク

を早期に構築し、そのストック効果を最大限に発揮させることが重要である

ことから、国に対し、以下の事項について強く要請する。 

 

１ 高速道路のネットワーク整備に必要な道路関連予算の拡大 

老朽化が進む道路施設の的確な維持管理・更新が可能となるよう、引き

続き、必要な予算を確保しつつ、道路整備が急がれる地方の実情に鑑み、

中四国地域の生産性の高い産業基盤形成のため、高速道路のネットワーク

整備が計画的かつ着実に推進できるよう、道路関連予算を拡大すること。 

 



    

２ ミッシングリンクの早期解消 

高速道路は、地方に安定した雇用の場が確保されるよう産業を振興し、

地域経済を活性化するために不可欠であり、また、大規模災害時の代替性

を確保し、住民の安全・安心を守るための命の道とも言うべき重要な社会

基盤であるにもかかわらず、中四国地域には依然として多くのミッシング

リンクが存在している。 

地方創生、国土強靱化の観点からも、国の責任において、ミッシングリ

ンクの早期解消を実現すること。 

 

３ 暫定２車線区間の早期４車線化等 

  対面交通に起因する重大事故の防止や高速道路本来の定時性、速達性の

確保による物流機能の強化、さらに、事故発生時や大規模災害時における

交通機能の確保を図るため、暫定２車線区間の４車線化や付加車線の整備

を促進すること。なお、４車線化に至るまでの間は、早急な措置として注

意喚起等の対策を実施すること。また、暫定２車線区間における付加車線

設置の検証路線として選定された路線については、効果検証のため試行設

置される付加車線の箇所を早期に決定し、工事に着手すること。 

 

４ 高速道路の有効活用 

高速道路利用者の利便性向上に加え、地域の活性化や連携強化のほか、

「緊急輸送道路」や「避難路」としての機能が最大限発揮できるよう、ス

マートインターチェンジの増設を図ること。 

また、利用者の安全性確保や災害時の道路啓開、救援・救護活動拠点と

しての活用が可能となるよう、サービスエリア・パーキングエリアを適切

な間隔で整備すること。 

さらに、高速鉄道網が未整備の地域においては、高速道路が、産業・観

光等の振興を通じた地域の自立的発展を支える最大の基盤となることから、

その利活用を促進するため、地域の実情に応じたきめ細かな料金割引施策

を講じること。 

 

５ 高速鉄道網の整備 

  中四国地域における新幹線計画は、基本計画にとどまっており、多様性

のある経済圏・大交流圏形成による「多極交流圏の創設」、国土軸のリダ

ンダンシーの確立と防災力強化による「新たな国土構造の構築」の観点か

ら、中国と四国の新幹線など、高速鉄道網の整備に向けた具体的な取組を

加速化すること。 
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